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内
閣
文
庫
所
蔵
旧
刑
法
手
稿
仏
文
草
案

　
　
ー
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
編
纂
過
程
関
与
の
実
態
1

山
石

谷

十

β良

内閣文庫所蔵旧刑法手稿仏文草案

序
序

噌
、

二
、

三
、

結

内
閣
文
庫
所
蔵
手
稿
仏
文
刑
法
草
案

関
速
草
稿
間
条
文
異
同
対
照
表

　
－
手
稿
本
の
編
纂
内
位
置
の
推
定

編
纂
の
二
元
的
構
成

　
－
早
稲
田
本
に
見
る
校
正
作
業
の
実
際

　
本
稿
は
、
先
に
発
表
し
た
拙
稿
『
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
二
つ
の
仏
文
刑
法

（
1
）

草
案
」
（
以
下
「
前
稿
」
と
も
呼
ぶ
）
の
続
編
と
し
て
、
特
に
資
料
的
側
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

か
ら
そ
の
論
旨
を
確
認
し
補
完
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

紹
介
お
よ
び
省
察
の
主
た
る
対
象
と
さ
れ
る
の
は
、
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

れ
る
手
書
ぎ
の
仏
文
刑
法
草
案
で
あ
る
。
問
題
は
こ
の
草
案
が
、
旧
刑
法

の
編
纂
過
程
を
考
え
る
上
で
、
い
か
な
る
資
料
的
意
義
を
有
す
る
の
か
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

今
一
度
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
為
に
は
ま
ず
、
本
手
稿
草
案
を
存

在
あ
ら
し
め
た
編
纂
の
背
景
的
展
開
が
再
構
成
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
作
業
目
的
の
為
に
最
も
有
効
な
手
段
は
、
前
稿
で
も
紹
介
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

た
《
零
9
9
富
O
＆
①
富
邑
暫
零
弩
一
．
国
目
宮
冨
身
』
碧
8
」
o
。
お
》
と
の
、

形
式
内
容
両
面
に
お
け
る
比
較
で
あ
ろ
う
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
を
介
し
て
我

が
国
の
刑
法
が
、
立
法
的
次
元
で
近
代
的
展
開
を
遂
げ
て
行
く
、
い
わ
ば

そ
の
起
点
を
示
す
数
少
な
い
仏
文
原
文
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
ま
ず
な
に

よ
り
も
手
稿
草
案
そ
の
も
の
の
細
か
な
解
題
が
施
さ
れ
な
く
て
は
な
る
ま

い
。
両
者
は
一
見
し
て
、
同
じ
仏
文
で
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
以
上
に
、

内
容
的
近
似
性
を
も
備
え
て
お
り
、
そ
の
関
係
の
密
な
る
こ
と
を
推
測
す

る
こ
と
は
困
難
な
事
柄
で
は
な
い
。
だ
が
、
検
討
の
視
角
を
そ
れ
ら
の
細
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部
に
及
ぼ
す
時
、
編
纂
行
程
の
異
な
る
局
面
が
そ
こ
に
照
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
く
。
し
か
も
編
纂
自
体
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
日
本
人
編

纂
委
員
と
の
合
議
で
織
り
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
従
っ
て
、
か
か
る
仏
文
二
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

案
間
の
検
討
結
果
を
、
更
に
、
近
接
し
た
ー
合
議
の
成
果
と
し
て
の
1
邦

文
草
案
に
関
連
付
け
る
作
業
が
必
要
と
な
っ
て
こ
よ
う
．
以
上
、
旧
刑
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

編
纂
の
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
司
法
省
と
い
う
一
段
階
に
限
局
し
て
の
い
さ

さ
か
微
視
的
な
考
察
方
法
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
て
初
め
て
我
々
は
、
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
を
起
案
の
原
動
力
に
据
え
た
編
纂
の
ダ
イ
ナ
ミ
ヅ
ク
な
推
移

を
、
そ
の
各
到
達
点
を
示
す
邦
文
ー
仏
文
両
系
列
草
案
の
対
照
か
ら
感
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
拙
稿
、
『
法
学
研
究
』
第
六
四
巻
一
号
（
平
成
二
年
）
、
五
七
頁
。
尚
、
本

　
　
稿
で
は
、
既
に
前
稿
で
示
し
た
見
解
に
つ
き
、
行
論
の
理
解
の
限
り
で
概
略
述

　
　
べ
る
に
止
め
る
。
次
註
所
掲
の
拙
稿
と
併
せ
参
照
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
右
拙
稿
で
は
、
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
旧
刑
法
の
司
法
省
編
纂
作
業
に
於
い
て

　
　
中
核
的
地
位
を
獲
得
し
、
自
ら
が
草
案
起
草
者
と
し
て
作
業
そ
の
も
の
の
原
動

　
　
力
と
し
て
会
議
全
体
を
主
宰
し
た
時
期
（
明
治
九
年
六
月
以
降
同
一
〇
年
一
一

　
　
月
）
を
考
察
の
対
象
に
据
え
た
（
尚
、
右
「
主
宰
』
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
拙

　
稿
「
旧
刑
法
編
纂
過
程
－
司
法
省
段
階
1
に
お
け
る
ボ
ア
ソ
ナ
ア
ド
主
宰
の
端

　
緒
』
『
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
』
第
二
六
号
・
昭
和
六
一

　
年
参
照
）
。
だ
が
旧
刑
法
の
上
梓
は
、
そ
れ
が
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
影
響
下
で
実

　
　
現
し
た
も
の
と
す
れ
ぽ
．
飽
く
ま
で
も
彼
と
日
本
人
編
纂
委
員
と
の
合
議
の
成

　
果
と
し
て
把
握
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
そ
の
た
め
の
様
々
な
編
纂

　
上
の
手
続
き
的
制
約
の
下
で
、
編
纂
に
与
し
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
日
本
人
編
纂

　
委
員
・
鶴
田
皓
と
の
対
話
審
議
の
「
場
」
が
開
か
れ
1
司
法
省
で
の
編
纂
会
議

　
　
で
あ
る
ー
、
そ
こ
で
何
ら
か
の
形
で
形
成
さ
れ
る
「
合
意
」
こ
そ
が
、
作
業
を

進
行
さ
せ
る
動
因
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
と
筆
者
は
仮
定
す
る
の
で
あ
る
。
従

　
っ
て
、
仏
文
原
文
は
、
ま
さ
に
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
側
か
ら
見
た
編
纂
の
展
開
を

　
再
構
成
す
る
た
め
の
、
有
力
な
手
懸
か
り
と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る

　
の
が
本
稿
の
立
場
で
あ
る
。

（
3
）
前
註
1
所
掲
の
拙
稿
（
以
下
、
拙
稿
と
の
み
記
す
）
、
七
〇
頁
以
下
に
も
行

論
の
必
要
な
範
囲
で
若
干
触
れ
て
い
る
。

（
4
）
拙
稿
、
七
八
頁
註
5
5
、
5
6
。

（
5
）
　
こ
れ
は
、
明
治
一
〇
年
八
月
に
司
法
卿
か
ら
元
老
院
に
上
呈
さ
れ
た
草
案

を
、
同
二
一
年
八
月
に
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
も
前
者
を
「
原
案
」

（
本
稿
、
二
、
註
2
も
参
照
の
こ
と
）
、
後
者
を
「
刊
本
」
と
仮
称
す
る
が
、
そ

　
の
両
者
の
関
係
や
、
さ
ら
に
後
者
の
法
典
編
纂
過
程
内
に
お
け
る
資
料
的
位
置

付
け
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
．
六
五
頁
以
下
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

（
6
）
　
拙
稿
、
七
三
頁
註
1
7
を
参
照
の
こ
と
。

　
＊
尚
、
本
稿
で
用
い
る
資
料
の
う
ち
、
早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編
『
日

本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
資
料
叢
刊
1
）
か
ら
の
引
用
に

際
し
て
は
、
同
資
料
を
『
会
議
筆
記
』
と
略
称
し
、
巻
数
を
ー
～
W
で
、
資
料
内

引
用
箇
所
を
頁
数
及
び
上
右
欄
”
A
・
上
左
欄
”
B
・
下
右
欄
1
1
C
・
下
左
欄
“

D
で
そ
れ
ぞ
れ
示
す
こ
と
に
す
る
。

一
、

内
閣
文
庫
所
蔵
手
稿
仏
文
刑
法
草
案

序
に
お
い
て
触
れ
た
よ
う
に
，
前
稿
よ
り
「
手
稿
仏
文
刑
法
草
案
」
と

し
て
紹
介
し
検
討
を
加
え
て
い
る
の
は
、
現
在
、
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
く
ギ
9
9
留
O
a
⑦
b
9
普
V
と
題
す
る
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
は
見
開
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き
B
3
（
四
つ
折
り
）
サ
イ
ズ
の
皮
装
の
表
紙
を
持
つ
洋
装
本
で
あ
り
，
上

下
二
巻
か
ら
な
る
手
書
き
の
「
刑
法
草
案
」
な
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
上

巻
に
は
、
か
か
る
「
草
案
」
の
第
一
編
お
よ
び
第
二
編
の
全
部
、
条
文
番

号
に
し
て
第
三
二
六
条
ま
で
が
一
七
二
頁
に
亙
っ
て
、
下
巻
に
は
、
第
三
、

第
四
、
第
五
の
各
編
、
第
四
七
九
条
ま
で
が
九
三
頁
に
亙
っ
て
ペ
ソ
書
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

整
然
と
浄
書
さ
れ
て
い
る
．
た
だ
し
残
念
な
が
ら
、
両
巻
と
も
虫
食
い
等

保
存
の
状
況
は
芳
し
く
な
く
、
と
り
わ
け
下
巻
の
冒
頭
一
〇
数
頁
に
は
冠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

水
し
た
跡
が
あ
り
、
該
当
頁
間
の
癒
着
が
最
も
甚
だ
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
資
料
の
出
自
、
成
立
年
月
日
．
及
び
そ
の
作
成
老
の

氏
名
を
知
る
為
に
は
、
本
資
料
自
体
は
何
も
語
っ
て
く
れ
な
い
。
上
下
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

共
に
、
鮮
や
か
な
「
日
本
政
府
図
書
』
の
朱
印
こ
そ
見
い
だ
せ
る
も
の
の
、

日
付
・
作
成
者
の
自
署
等
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
『
内
閣

文
庫
洋
書
分
類
目
録
・
仏
書
篇
』
（
昭
和
四
三
年
刊
．
以
下
『
目
録
』
と
略
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
同
資
料
は
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
自
筆
稿
本
」

で
あ
る
と
い
う
。
従
っ
て
、
言
う
ま
で
も
な
く
本
資
料
の
作
成
者
は
、
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
お
よ
そ
彼
の
肉
筆
に
か
か

る
諸
法
典
の
草
案
等
の
貴
重
資
料
は
、
第
二
次
大
戦
中
、
戦
災
で
焼
失
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

て
し
ま
っ
た
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
知
る
者
に
と
っ
て
は
、
同
資
料
の
存
在

は
一
つ
の
意
外
事
で
あ
り
、
そ
の
資
料
の
成
立
経
緯
と
併
せ
て
そ
の
「
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

存
」
経
緯
は
，
強
い
関
心
の
対
象
と
な
る
。
し
か
も
．
先
の
『
目
録
』
上

に
は
、
（
8
嘗
）
と
あ
り
、
同
本
が
「
写
本
」
で
あ
る
こ
と
が
付
記
さ
れ
て

お
り
、
当
資
料
の
他
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
原
稿
と
も
い
う
ぺ
ぎ
草
稿
が
存
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
尤
も
、
こ

の
資
料
の
持
つ
重
要
性
は
、
専
ら
同
資
料
の
真
の
作
成
者
が
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
で
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
こ
と
の
み
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

（
1
0
）

る
。
た
し
か
に
、
現
時
で
は
そ
れ
を
検
証
す
る
為
に
好
条
件
ば
か
り
揃
っ

て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
状
況
に
は
あ
る
。
し
か
し
、
当
資
料
の

内
容
的
解
題
を
進
め
る
に
し
た
が
い
，
そ
れ
の
編
纂
段
階
に
お
け
る
位
置

付
け
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
過
程
で
、
自
ず
か
ら
そ
の
「
作
案
者
」
た

る
地
位
に
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
以
外
の
他
の
人
物
を
想
定
し
得
な
く
な
る
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
．
従
っ
て
本
稿
の
立
場
は
、
現
存
す
る
か

か
る
資
料
の
「
筆
写
者
」
と
し
て
の
作
成
者
を
彼
以
外
の
老
に
想
定
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
×
1
2
）

可
能
性
を
否
定
し
て
い
な
い
。

　
（
1
）
　
第
一
頁
目
．
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
表
紙
に
は
題
字
は
掲
げ
ら

　
　
れ
な
い
。

　
（
2
）
　
た
だ
し
、
本
文
後
掲
の
『
目
録
』
上
に
は
、
〈
ギ
a
魯
号
O
＆
o
忌
鍔
一

　
　
　
　
ハ
マ
マ
レ

　
冒
自
一
．
Φ
目
且
岩
身
』
．
昌
8
V
（
『
日
本
帝
国
刑
法
草
案
』
と
訳
せ
よ
う
）
が
本

　
　
資
料
名
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
検
索
記
号
は
問
刈
8
0
。
で
あ
る
。
同
文
庫
へ
の
本

　
　
資
料
受
け
入
れ
時
の
「
台
本
」
上
の
名
称
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
後
註
8
も
参

　
　
照
さ
れ
た
い
。

　
（
3
）
　
両
巻
と
も
、
鉛
筆
に
よ
る
書
き
込
み
が
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。

　
（
4
）
　
第
三
編
、
第
三
二
七
条
か
ら
第
三
五
〇
条
近
辺
が
そ
の
該
当
箇
所
で
あ
る
。

　
　
尤
も
、
か
か
る
二
〇
数
箇
条
の
う
ち
、
極
め
て
部
分
的
に
は
復
元
は
可
能
で
あ

　
　
る
。
本
誌
次
号
以
降
に
掲
載
す
る
本
資
料
の
復
刻
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
5
）
　
こ
の
蔵
書
印
は
、
明
治
一
七
年
酎
月
に
設
立
さ
れ
た
太
政
官
文
庫
が
翌
年

　
　
の
一
二
月
の
内
閣
制
の
施
行
に
伴
っ
て
、
そ
の
名
称
を
内
閣
文
庫
と
改
め
た
後
、

　
　
同
一
九
年
二
月
か
ら
昭
和
七
年
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
国
立
公
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文
書
館
『
改
訂
増
補
内
閣
文
庫
蔵
書
印
譜
』
（
昭
和
五
六
年
）
．
一
二
六
ー
昌
二

　
七
頁
。
そ
れ
故
、
同
本
は
上
期
間
中
に
は
同
文
庫
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

　
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
入
本
時
期
は
期
間
前
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
余

　
地
は
、
こ
の
限
り
で
は
十
分
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
後
註
8
も
参
照
の
こ
と
。

（
6
）
　
尤
も
こ
の
資
料
の
成
立
月
日
に
つ
い
て
は
、
何
ら
言
及
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　
『
目
録
』
、
一
五
一
頁
。

（
7
）
　
貴
重
な
文
書
・
書
籍
類
を
戦
災
の
危
険
か
ら
避
け
る
た
め
に
甲
府
刑
務
所

　
に
疎
開
さ
せ
る
こ
と
が
決
定
し
た
際
に
、
司
法
省
調
査
部
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

　
た
『
疎
開
目
録
』
（
『
古
文
書
稀
親
書
目
録
』
）
に
は
．
彼
の
自
筆
刑
法
草
案
と

　
し
て
次
の
各
冊
が
存
し
た
と
い
う
。

　
　
℃
3
』
9
畠
o
O
a
o
忌
召
一
●
竃
彗
‘
零
り
甘
ド
一
〇〇
刈
9
“
o
。
一
ー
ω
■
（
＞
一
8
一
W
一
よ
）

　
　
ギ
o
」
＄
畠
Φ
Q
＆
。
忌
彊
一
●
蜜
導
ρ
零
二
宴
一
〇〇
刈
ド
僻
。
（
＞
一
8
躍
ホ
）

　
　
勺
3
』
魯
山
o
O
＆
①
忌
召
一
。
竃
導
仁
・
g
甘
ド
p
↑
卜
。
ご
≦
①
一
噂
昌
一
鍔

　
　
一
＜
℃
＜
。
（
＞
一
8
躍
－
。。
）

　
　
こ
れ
ら
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
死
後
、
そ
の
遺
族
か
ら
司
法
省
宛
に
届
け
ら

れ
た
彼
の
遺
稿
の
中
に
、
民
法
や
治
罪
法
の
手
書
き
草
案
と
と
も
に
収
め
ら
れ

　
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
遺
稿
す
べ
て
が
疎
開
先
で
焼
失
し
て
し
ま
っ

　
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
堀
内
節
「
御
雇
法
律
教
師
の
ブ
ス
ケ
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

ー
雇
入
か
ら
雇
止
ま
で
の
経
過
1
』
『
比
較
法
雑
誌
』
第
八
巻
第
一
号
（
昭
和

　
四
九
年
）
、
二
二
四
頁
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
焼
失
に
か
か
る
彼
の
遺

稿
各
書
は
、
法
務
図
書
館
『
法
務
図
書
館
所
蔵
・
貴
重
書
月
録
（
和
書
）
』
（
昭

和
四
八
年
）
の
巻
末
の
「
戦
災
に
よ
る
焼
失
図
書
」
、
六
三
頁
に
も
掲
げ
ら
れ

　
て
い
る
。

（
8
）
明
治
一
九
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
．
そ
の
後
同
四
二
年
ま
で
逐
次
増
補
を
重

ね
て
い
っ
た
『
内
閣
文
庫
類
別
目
録
（
仏
書
門
）
』
合
暮
毘
o
讐
o
α
霧
嵩
≦
雷

ヰ
き
3
蚤
目
o
ざ
9
一
〇〇
〇
。
¢
（
内
閣
記
録
局
図
書
課
職
員
仏
書
掛
・
中
村
金
蔵

編
集
）
を
見
て
み
た
が
、
そ
こ
に
は
同
本
の
書
名
は
確
認
さ
れ
な
い
。
し
か
る

　
に
、
同
文
庫
所
管
の
『
佛
書
毫
帳
ロ
一
』
と
題
す
る
い
わ
ゆ
る
当
時
の
「
図
書

登
録
台
帳
」
に
は
、
同
本
の
同
台
帳
記
載
時
期
は
明
治
二
五
年
一
一
月
一
六
日

　
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
同
本
を
含
む
約
一
五
〇
冊
も

　
の
仏
書
（
問
謹
8
1
局
刈
黛
o
o
・
除
＼
問
胡
総
－
国
誤
8
）
が
同
日
付
に
．
等
し
く

警
視
庁
か
ら
移
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
で
あ
る
（
尚
、
内
閣
文

庫
の
沿
革
等
に
つ
い
て
は
、
福
井
保
「
初
期
の
内
閣
文
庫
」
岩
倉
規
夫
・
大
久

保
利
謙
編
『
近
代
文
書
学
へ
の
展
開
』
・
昭
和
五
七
年
、
二
九
六
頁
以
下
参
照

　
の
こ
と
）
。

（
9
）
後
註
1
1
、
1
2
を
参
照
。

（
1
0
）
　
と
こ
ろ
で
警
視
庁
で
は
、
明
治
一
一
年
一
二
月
二
四
日
か
ら
ガ
ン
ベ
・
グ

　
ロ
ー
ス
（
評
巨
げ
9
0
9
器
）
に
よ
る
フ
ラ
ソ
ス
刑
法
講
義
が
始
め
ら
れ
て
い
る
．

　
し
か
し
こ
れ
は
、
そ
の
講
義
録
、
警
視
局
蔵
版
『
仏
国
刑
法
講
義
』
（
明
治
一

　
二
年
五
月
印
行
）
の
内
容
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
通
り
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
と
の
逐

条
対
比
の
下
で
の
旧
刑
法
草
案
解
説
な
の
で
あ
る
。
グ
・
ー
ス
は
、
太
政
官
段

階
に
お
け
る
草
案
に
も
注
視
し
て
い
る
が
、
な
に
よ
り
も
「
欧
文
草
案
』
の
字

句
表
現
に
気
を
配
り
つ
つ
講
義
を
進
め
て
い
る
。
然
し
て
、
こ
の
欧
文
の
草
案

　
と
当
該
手
稿
本
と
の
関
係
は
依
然
と
し
て
不
分
明
で
あ
る
の
だ
が
、
同
国
人
と

　
し
て
グ
ロ
ー
ス
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
親
交
の
篤
さ
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

　
で
も
あ
り
（
手
塚
豊
「
警
視
庁
御
雇
外
人
ガ
ン
ベ
・
グ
ロ
ー
ス
」
『
法
学
研
究
』

第
三
八
巻
六
号
・
昭
和
四
〇
年
、
一
〇
九
頁
、
梅
渓
昇
「
警
察
制
度
の
整
備
と

　
グ
ロ
ー
♂
『
お
雇
い
外
国
人
⑪
ー
政
治
・
法
制
』
所
収
・
昭
和
五
四
年
、
一

〇
七
頁
）
、
刊
本
化
さ
れ
る
直
前
の
司
法
省
仏
文
草
案
を
グ
ロ
ー
ス
が
何
ら
か

　
の
形
で
入
手
し
て
い
た
と
憶
測
す
る
余
地
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　
　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
同
本
が
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
自
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

　
を
当
時
の
補
助
的
資
料
等
で
直
接
に
証
明
す
る
こ
と
は
、
今
日
極
め
て
困
難
な

　
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

（
1
1
）
　
本
資
料
文
面
上
に
見
る
筆
跡
か
ら
、
複
数
人
の
筆
写
者
の
手
ー
邦
人
．
仏
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人
双
方
の
可
能
性
が
あ
る
ー
が
介
在
し
た
も
の
と
考
え
る
余
地
も
あ
る
。
又
、

手
稿
本
の
文
面
に
見
い
出
さ
れ
る
多
く
の
綴
り
違
い
や
、
欠
落
な
ど
の
ミ
ス
は
、

今
や
復
元
が
極
め
て
困
難
と
な
っ
た
作
業
態
様
そ
の
も
の
の
景
況
を
生
々
し
く

伝
え
る
唯
一
の
手
懸
か
り
と
い
え
る
（
従
っ
て
、
同
本
の
復
刻
で
は
、
あ
え
て

委
細
に
亙
っ
て
そ
れ
ら
の
指
摘
を
試
み
て
い
る
）
。

（
12
）
　
因
に
．
現
時
の
私
の
想
像
を
巡
ら
す
限
り
で
は
、
筆
写
作
業
は
デ
ィ
ク
テ

　
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
見
て
い
る
。
確
か
に
綴
り
の
違

　
い
、
脱
落
等
は
写
本
作
成
の
方
法
を
問
わ
ず
生
ず
る
過
ち
で
は
あ
ろ
う
。
そ
れ

が
早
急
の
作
業
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
尚
更
で
あ
る
。
だ
が
他
の
草
案
と
の
校
異

　
の
中
で
も
，
「
原
案
」
の
規
定
に
使
用
さ
れ
る
特
に
副
詞
句
な
ど
を
中
心
に
し

　
て
、
同
義
の
よ
り
簡
易
な
表
現
が
代
用
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
（
無
論
、

そ
の
場
合
規
定
内
容
に
は
影
響
は
な
い
限
り
で
は
あ
る
が
）
。
こ
の
事
実
は
、
時

間
の
余
裕
な
き
作
業
に
お
い
て
は
、
筆
写
者
に
お
い
て
機
械
的
逐
語
的
筆
記
で

　
は
な
く
、
意
味
的
に
同
価
値
な
他
の
表
現
が
瞬
時
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
物
語
る
．

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
た
め
の
か
な
り
の
仏
語
力
を
予
測
さ
せ
る
が
、
こ
れ

　
程
の
仏
語
専
修
者
で
あ
れ
ば
、
文
法
上
明
ら
か
な
過
ち
（
例
え
ば
、
各
種
ア
ク

　
サ
ン
の
誤
脱
V
を
、
原
本
を
目
の
当
り
に
し
た
時
幾
度
に
も
亙
っ
て
繰
り
返
す

　
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
過
ち
は
、
発
音
上
の
近
似
性
を
前
提
に

　
し
た
時
．
理
由
あ
る
も
の
と
し
て
現
れ
て
来
る
よ
う
で
あ
る
。
デ
ィ
ク
テ
ー
シ

　
ョ
ン
方
法
に
よ
る
草
案
編
集
の
利
点
は
、
そ
の
簡
便
さ
、
迅
速
性
に
あ
ろ
う
。

　
度
重
な
る
会
議
の
成
果
を
幾
重
に
も
書
き
込
ん
だ
文
面
も
、
自
ら
浄
書
す
る
こ

　
と
な
く
適
当
な
箇
所
を
取
捨
選
択
し
て
読
み
下
す
こ
と
で
、
同
時
に
複
数
の
写

　
本
を
作
成
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
同
本
内
容
が
編
纂
の
全
体
的
な
流
れ

　
の
上
で
極
め
て
過
渡
的
な
段
階
を
示
す
の
も
こ
の
理
由
に
よ
る
の
か
。
以
上
の

　
憶
測
は
、
手
稿
本
の
復
刻
・
解
題
作
業
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
作
業
仮
説
的
印
象

　
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

二
、

関
連
草
稿
間
条
文
異
同
対
照
表

　
ー
手
稿
本
の
編
纂
内
位
置
の
推
定

　
前
稿
で
は
．
手
稿
草
案
の
成
立
時
期
を
、
司
法
省
段
階
の
最
終
邦
文
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
r
）

案
た
る
「
確
定
稿
」
（
明
治
一
〇
年
一
一
月
）
成
案
直
近
の
時
期
に
推
定
し
た
。

こ
の
推
定
を
裏
付
け
る
作
業
と
し
て
、
逐
条
的
に
「
第
二
稿
」
・
「
確
定

（
2
）

稿
」
・
「
刊
本
仏
文
草
案
」
・
「
手
稿
仏
文
草
案
」
間
の
条
文
構
成
の
推
移
を

検
討
し
た
結
果
が
、
次
に
掲
げ
る
表
で
あ
る
（
表
－
）
。
関
連
草
案
毎
に
生

じ
た
条
文
の
顕
著
な
形
態
的
な
相
違
、
と
り
わ
け
複
数
条
文
間
の
併
合
・

組
み
替
え
、
及
び
各
条
項
の
削
除
・
改
編
な
ど
を
、
同
一
〇
年
六
月
に
脱

稿
し
た
「
第
二
稿
」
か
ら
後
の
「
確
定
稿
」
に
至
る
系
譜
の
上
に
整
理
し

て
得
ら
れ
た
チ
ャ
ー
ト
な
の
で
あ
る
。

　
作
業
は
、
二
系
統
に
分
け
ら
れ
た
。
ま
ず
刊
本
仏
文
草
案
と
手
稿
草
案

の
比
較
を
行
う
。
次
に
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
両
草
案
間
の
相
違
点
が
、

「
第
二
稿
」
↓
「
確
定
稿
」
と
い
う
邦
文
上
の
条
文
展
開
の
中
で
、
い
か
な

る
先
後
関
係
の
下
に
置
か
れ
る
べ
き
か
を
検
討
す
る
。
表
中
に
挙
げ
た
も

の
は
、
そ
の
作
業
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
最
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
結
果
な
の

で
あ
る
。

　
右
対
照
表
に
は
．
各
草
案
間
で
承
継
さ
れ
る
事
項
（
関
連
条
文
間
で
そ
の

対
照
性
が
確
認
さ
れ
る
限
り
で
）
を
実
線
で
、
条
文
の
配
置
換
え
、
組
み
替

え
や
そ
の
他
の
加
除
修
正
が
施
さ
れ
た
も
の
を
破
線
．
あ
る
い
は
×
で
示

し
て
い
る
。
そ
こ
に
明
ら
か
な
通
り
両
仏
文
草
案
間
の
紐
帯
は
、
実
線
に

て
示
さ
れ
る
割
合
は
高
い
。
他
方
両
邦
文
草
案
は
仏
文
草
案
を
狭
む
関
係
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法学研究64巻9号（’91：9）

　　　　　　　　　　　表1　関連草稿間条文異同対照表

　第二稿（邦文）　　　　刊本仏文草案　　　　　手稿仏文草案　　　　確定稿（邦文）

　　　§2…　一9’［第二稿審議にて合併・①50－D］

　　　　　II一……一一ρ…一甲鞭…一§3　　　　　　§3　　　　　　§3

　　　　　11　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　11

　　　　　皿　　　　　　　　　　　　　III　　　　　　　　　　　　III……一…・馳一・…一…一…一X

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［第二稿審議にて削除・①75－A］

　　　　（w）　　　　　　　　　w　　　　　　　　　w一一…一一…一一・・…一一×

4．　§28．1　　　　　　　　§28．1　　　　　　　§28．1一一・．、．．、．．．．．！§28前段

　　　　　II　　　　II　　　　II一’’”［不明｝～q階嚇’一後段

　　　§49．1　　　　　§49（〉一§490　　　　　§490
　　　　　11一一一一［不明］・…………×　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　×

　　　§59一…一一…一・一一一一…一§59　　　　　　§59一一・一一一…………一一§59

　　「犯人」…一一……（complice　et　co－auteur）　　　　　○一…一一一ゴ犯人」で総括

　　　　　［第二稿審議にて協議・①161－D］　　　　　　　　　　　（第二稿に同）

7．　§60．1。：a　　　　§60．1：a　　　　§60．1：a　　　　§60，1：a
　　　　　lllニニ：：二：二：：：：三ii．111婁：二二：：二二：：：：二1：ll』総　　　　1：1

　　　　　4：d’f‘第二稿審議で完成・①163－A］、～～・4：d　　　　　　　4：d

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第二稿に同）

8．　§68．10　　　　　§68。1　　　　　§68．1　　　　　§68．1
　　　　　1　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　～

　　　　　99一．－．一、9一一・一一・一一一帥一一一一一一一一』一9
　　　　　　　　　　　　　　　10・’　09”［不明］　　　　　　　　　（第二稿に同）

9．　§69．1　　　　　§69　　　　　§69　　　　　§69
　　　　　11・一一一一一一…一一一…§70　　　　　　§70　　　　　　§70
　　　§70…一一…一一一…一一一…・…一×［不明］

10．　§79一……一一一一一一…一§79　　　　　§79一一一一…・一一・一一一一一§79

　　（但書は一項目末尾）一…一（本条文末尾）　　　　　○一一一…一…一一一一（第二稿に同）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［不明］

11．　§83．1　　　　　§83．1　　　　§83．1　　　　§83．I
　　　　　II　甲一9一曹一一．．、7コフII　　　　　II讐一一｝隔一．．鴨．．甲りのー甲』－一II

　　　　　（III）一・・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［不明］　　　　　’一一III

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第二稿に同）

12．　§85．1　　　　　§85．1　　　　§85．1　　　　§85．I
　　　　　II　　　　　　　　　　　　II　　　　　　　　　　　II　　　　　　　　　　　II

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×曾一［不明］一………・…m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　92

19§1　．．．．．．．．．．一一7§1　　　　§1　　　　§1

2．　§3．1韓一一一……一・一§2　　　　　§2　　　　　§2

3．　§27．1　　　　　§27．1　　　　　§27．1　　　　　§27．1

5．

6。



内閣文庫所蔵旧刑法手稿仏文草案

　　第二稿（邦文）　　　　刊本仏文草案　　　　手稿仏文草案

13．　§87　　　　　　§87．1　　　　　§87．1
　　　　　　×甲…………一…一一一…一…・II　　　　　　　　　　　　II

　　　　　　［第二稿審議にて設置・①230－C］

14．　§101．1　　　　　§101．I
　　　　　　II　　　　　　　　　　　　II

15。§105一一、、隔、　、．．．〆§105　　　　0

確定稿（邦文）

　　§87．1

II

§101．1　　　　　§101
　　　11……［不明］………一一X

○

　　　§1・6　≡1≡≡も紫丁§1・6一一｛）　　　○
　　　§107／’／［不明〕　一一・§107一一　　　　　　　〇　　　　　　　　　〇

　　　　　　　　　　　　L§112－116にまとめる

　　（制限併科主義〉一→（同左主義）

17．　§118…………一…・一一一§121　　　　　一§121一一一・一一一・…『一§121

　（規定箇所：一項目後段）……一甲・・……一・W　　　　　　　　　、W…の一………（第二稿に同）

18．　§119一…一一一……一・一……§122　　　　　§122一一・一……一・一・・§122

　（規定箇所：冒頭）…・一一・・…・・Q…（同条末尾）一〇一・一……一吻一（第二稿に同）

19．§120一…一……一：：：：二：7釦23　　　　§123　　　　§123
　　　§121・…一’一一一τ不明］

20．　§127一…・…一…一…甲・…一§129．1　　　　§129．1・マー一…・…一…一§129

　　　　　　×咽…一ワ……一…一一一…一…一甲一II　　　　　　　　　　　　II一一一…ρ…一…一……・・…×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［不明］（第二稿に同）

肛§㎜lr』r』rrrl』艶lll一｛§撃111二二讐1×

　　　　　　　　　　　　　　［minoritる案］　　　　　　　　　　　　　（第二稿に同〉

22．　§135一一噛………・・…一…§136一一．．辱『嘲．、．響一．一・一一讐§136　　　　§136

　　　§136・…一＿．．ご二ζ§137’”一一一一　唱 、、§137　　§137
　　　§137一一．．．．．．』17§138　　　§138　　　§138
　　　　　　　　　　　ノー－、嚇一・§139　　　　　§139　　　　　§139

　　　§146／／　§146　　§146一一一→146
　　　　　　．／　　　§146bis［min・rit6］……”×　　　　×
　　　§147　　　［第二稿審議にて決定・⑪680－C］

23．　§148．1　　　　　§148．1　　　　§148．1　　　　§148．I
　　　　　　II　　　　　　　　　　　　　　II　　　　　　　　　　　　II　　　　　　　　　　　　　II

　　　　　　　　　　　　　　　　　m　　　　　［III・R6serv6］…一・………×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第二稿に同〉

24．　§150．1　　　　　§150．1　　　　§150．1　　　　§150．I
　　　　　　II　　　　　　　　　　　　　　II・……。辱・……一一……一『り×｝一噂一一一………・……一一・｛I

　　　　　　　　　　　　　　　　　III一…一……一噂・・…一一一×　　　×（第二稿に同）
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25．

26．

27．

8
9

n
乙
0
乙

30．

31．

2
3
3
334．

35．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法学研究64巻9号（’91＝9）

第二稿（邦文）　　　　刊本仏文草案　　　　　手稿仏文草案　　　　　確定稿（邦文）

§151　　　§151　．．θ．．．．一・・一・一§151　　　§・51
　§152、　　［不明］　／’§152．1瓢乳一一一一一一一一｛皿・R6serv6］　　　　×

　　　　＼　　！〆！　　　　　　　　　［第二稿審議にて決定・⑪724－B］

§153ボ☆一II　§152　§152
　§154×　　＼　　§153．1　　　　§153．1　　　　§153．1

肖篠轟鯉雌鉱一講一，烈長・
　　　　　　　　　　　　　§154bis［minorit6］　　　○（§154に併設）……一一一・一×

：援ト＿～㎞、］＿＿＿．×　　×

§187’1：二1：：：：一二二：：：：隻1写　　§177●ll）》《：：旦1畷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第二稿に同）

　§222～一一一…・一一・・一一§213　　　　　§213　　　　　§213
　　　　　　　　　　　　　§213bis［minorit6］一…一…一甲一×　　　×（第二稿に同）

　§249。1＝：二＝：：……・一一・・…§241．1　　　　§241．1…一一一…：7”§24191

　　　　11　　、、”一一一鴨｝『魎　II　　　　　　　II一’”7／　　　II
　　　　　　　　　　　　　　』、一一III　　　　　　　　　　　m‘二一一四一一……・一一…一…　×

　　　　　　　　　　　　　［不明］　　　　　　　　　　　　　　　（第二稿に同）

　§254一…一一一一…一一一一一…§246　　　　　§246…一・…一…一…一§246

　「医師」の一語　　（m6decin・officier　　　　　　　　O　　　　「医師」の一語

　　　　　　　　　　de　la　sant6）　　　　　　　　　　　　　　　（第二稿に同）

　§261………一…・一一一一一一§252　　　　　§252　　　　　§252
．「親属」の内容を　　　　（列挙）　　　　　　　　　　○　　　　　（第二稿に同）

　他条に委ねる　　　　　［第一稿審議にて，総則上に

　　　　　　　　　　　　　規定することが決定・⑪1273－B］

　§266…一…一・一一一一一一§257　　　　　§257　　　　　§257
　　　　　　　　　　　　　§257bis［minorit6］…一一一帰一一一　×　　　　　　　　　　　　×

§290・k：ご：：：：：：：：＝二∫…§281・1　　　§281・1碑・…・一一：二：ニニニニ33§290・I

　　　　II一『…．．．舳魅『－－　　、、’一II　　　　　　　　II’四一’　　　89一一9・一一一一II

　　　　　　　　　　　蜀5、一一…一一m　　　　　　　　II卜一一…。一’　ロー

　§291．1一……一一…一り一一§286．1　　　　§286．1一…一ρ一一一一…§286．I

　　　　II零＝＝＝：＝二＝一……一辱一……一……II　　　　　　　　　　　　II一一一一…一……一一…二：；二：311

　　　　　　　　　　　、”9嚇一卿…｝甲皿　　　　　　　　　　　II卜一・一一’一一一一

　　　　　　　　　　　　　§286bis［minorit6］一・一…一一一×　　　　　（第二稿に同）

　§313．1　　　　　§308．1－308．1　　　　§308

94



　内閣文庫所蔵旧刑法手稿仏文草案

　　第二稿（邦文）　　　　刊本仏文草案　　　　　手稿仏文草案　　　　確定稿（邦文）

　　　　　　II　　　　　　　　　　　　　　　　II　　　　　　　　　　　　　　　II一一一一一一一・一一一一一一・　×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第二稿審議で削除提案）

36．　§324．1　　　　　§320．1　　　　§320．1　　　　§320．I
　　　　　　II　　　　　　　　　　　　　　　　II　　　　　　　　　　　　　　　II　　　　　　　　　　　　　　　II

　　　　　　III　　　　　　　　　　　　　　III　　　　　　　　　　　　　III噂一…一喚…一一………：：：二：：＝7111

　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　w　　　　　　　　　　　　　w㌧一一”一一冒層

3乳§360仁　　§356・ll　§356・ll：ll；二ニニニー§356

38・§370・2。＝ξ二：；3こ；二二饗lr二§365・1。　一§366・1『：1：〕二＞・＝二二く二髄II

　　　§37｝・9・一’”　　　噂’、”一2。　　　　　　2。ρ　　　　　　II
　　　　　　［第二稿審議にて決定・⑪1897－C］

39・§390・一＝二牒＝＝’§381・1。　　§382・1。”0”曜77㌧§381
　　　　　　　　　　　　　　、、一一2。　　　　　　　　2。・一’9”　　（第二稿に同）

40．　§395前段　　　　　　一§385．1　　　　　　　§386．1　　　　　　　§385．1

　　　　　後段　　　　　　　　　　II［但書・minorit6］…一一×　　　　　　　　　X

41．　§399　　　　　　§389　　　　　§390　　　　　§389
　　　　　　　　　　　　　　　§389bis・一一。一q一一一一一一一一一り一＿＿×　　　　　　　　　　　　　　　　　×

42．　§401　　　　　　§391　　　　　§392　　　　　§391
　　　　　　　　　　　　　　［min・rit6］…一…・・一一………×　　　　　　×

43．　§415．1●　　　　§411．10　　　　§412．1。　　　§411．1。～3。
　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　l
　　　　　　4。　　　　　　　　　　　　　　　　　4。　　　　　　　　　　　　　　　4。。一｝一一一一。一9・一一〉く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［不明］

44．　§424．1。　　　　　§417．1。　　　　§418．1σ　　　　§417．1。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち
　　　　　　×［第二稿審議にて決定・2。　　　　　　　　　2。＿一＿。＿．．．＿．．．＿．．．×

　　　　　　2・＿．．璽嬰二但＿一、．＿3・　　　3・　　　2・

　　　　　　3。⇒，一一一．一一一・噂・一一一一一一り一　4。　　　　　　　　　　　　　　　　　4。　　　　　　　　　　　　　　　　　3。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第二稿に同）

45．　§426．1。一辱．辱ロ、、、。　！’§420．1。　　　　§421．1。一一．．．一．．．．．、，一・一§420．1。

　　　　　　20［第二稿審議にぞ削：：文一2。　　　　　2。’　　　魎、一2。
　　　　　　　除決定て⑳2384－D］　　　　　　　　　　　　　　　　（第二稿に同）

　　　　　　　　ぐ

46・§428・11“糊二二二1．．§423・11　　§424・1。’曙”コニニニ7二＝§423・1。

　　　　　　2一．嚇．　　　　　一一一…2　　　　　　　2。・’　　　　一－一一一一一2。

　　　　　　　　　　　　　”噂一殉一～…3。　　　　　　　　3。一…一　　　（第二稿に同〉

47．　§432．1。　　　　　§425．1。　　　　§426．1。　　　　§425．1。

　　　　　　1　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　1

　　　　　　4。　　　　　　　　　　　　　　　　　4。　　　　　　　　　　　　　　　4。　　　　　　　　　　　　　　　4。

　　　　　　　　　　　　　　　　　［5。はminQrit6］一一…一…×　　　　　　（第二稿に同）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法学研究64巻9号（’91：9）

　　第二稿（邦文）　　　　刊本仏文草案　　　　　手稿仏文草案　　　　　確定稿（邦文：

4亀§433・1＝：：：＝：：＝：二：：：：：：：二：：：：：3426・1　　§427・1一一一一二：：1二：二：二；・§426．I

　　　　　　IL一噂．噂．．一．一．　　　隔』、一『II　　　　　　　　　　II一一9曜一一9’

　　　　　　　　　　　　　　　　　り一III　　　　　　　　　　　III一…一……・辱……一…噌…一×

49・§442　　　§438一…一層．．．．、．．．　§439．1。　．．、．．．．．一§438

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、一一…2…一一一一’甲一

　　　　　　　　　　　　　　　§438bis［mino「it6kごご貰二3’…”－’二二二：：二：：：：：：一×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4一・…曹一…　（第二稿に同）

5　Ai！iililllllこ二二；ll鷺　§44℃／§44騒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　III　　　　　　　　　　　　III‘一…………一……一甲……×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第二稿に同）
51・§451・L”’”甲’”二：：：：：：　§449　　　§45・・：＝＝：：：：：：二二二二二：二…一一一§449．I

　　　　　　II・一甲9一’一一’一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『…一一辱璽噂．『略働

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一II

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第二稿に同）

52・§469・1　　　§470．1　　　§470．1　　　§470．I
　　　　　　II　　　　　　　　　　　II　　　　　　　　　　II　　　　　　　　　　II

　　　　　　×’噂……”””…噛”響”…一…一III　　　　　　　　　　　III…り…一…一辱一一一…一の一一×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第二稿に同）
田　［後註　表中①～⑪は『会議筆記』の巻数を示す。］　　　　　　　　　　　　　田

に
置
か
れ
る
と
き
に
は
、
む
し
ろ
破
線
が
用
い
ら
れ
る
頻
度
が
比
較
的
高

い
こ
と
が
ま
ず
注
意
を
引
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
と
こ
ろ
で
二
つ
の
仏
文
草
案
を
対
照
す
る
と
、
［
且
き
ユ
邑
（
少
数
意
見
）

と
付
し
た
条
項
の
多
く
は
手
稿
草
案
の
上
に
は
踏
襲
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
気
が
付
く
。
そ
の
際
、
一
二
年
八
月
の
刊
行
時
に
挿
入
さ
れ
た
こ
れ
ら

　
　
　
（
4
）

「
少
数
意
見
」
を
そ
の
後
削
除
し
、
そ
れ
を
ま
た
改
め
て
筆
写
し
手
稿
本
を

作
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
従
っ
て
、
右
事
実
か
ら
次
の
二
つ
の
可
能
性

が
と
り
あ
え
ず
検
討
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
手
稿
草
案
は
「
少
数

意
見
」
の
多
数
を
記
載

し
な
い
こ
と
か
ら
、
一
〇
年
八
月
に
元
老
院
に
上

呈
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
『
原
案
」
に
近
接
し
た
も
の
（
あ
る
い
は
そ
の
写
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

で
あ
る
と
仮
定
す
る
こ
と
、
ま
た
は
、
右
事
実
を
踏
ま
え
た
上
で
邦
文
草

案
と
の
関
連
か
ら
こ
れ
を
「
第
二
稿
」
あ
る
い
は
「
確
定
稿
」
の
仏
文
草

（
原
）
案
な
い
し
は
仏
文
訳
と
し
て
み
ら
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
再
び
関
連
草
稿
の
対
照
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
こ
に
明
ら
か
な
通
り
．

上
記
後
者
の
点
に
つ
い
て
手
稿
草
案
は
、
内
容
的
に
は
「
第
二
稿
」
か
ら

相
当
程
度
隔
た
っ
て
お
り
、
「
確
定
稿
」
と
も
か
な
り
の
相
違
点
を
指
摘

で
ぎ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
理
論
的
に
は
、
こ
う
し
た
両
邦
文
草
案

か
ら
の
乖
離
は
、
手
稿
草
案
の
作
成
時
を
「
確
定
稿
」
後
の
も
の
と
し
て

考
え
る
余
地
も
残
す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
四
つ
の
草
案
（
そ
の
内
、
一

〇
年
八
月
上
呈
草
案
“
「
原
案
」
は
仮
説
上
の
も
の
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
も
）

が
い
わ
ば
一
貫
し
た
流
れ
の
中
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
好
例
を
挙
げ

て
み
る
。

　
25
の
例
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
外
患
罪
関
連
の
条
文
で
あ
る
．
前
述
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し
た
よ
う
に
、
「
第
二
稿
」
と
刊
本
仏
文
草
案
（
「
原
案
」
）
の
先
後
関
係
は

も
と
よ
り
明
白
で
あ
る
。
図
示
し
た
通
り
、
「
第
二
稿
」
第
一
五
二
条
は

仏
文
草
案
の
第
一
五
四
条
の
位
置
に
移
転
さ
れ
、
そ
の
結
果
前
者
第
一
五

三
条
は
後
老
第
一
五
二
条
と
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
、
更
に
前
者
の
第
一

五
四
条
は
第
二
稿
審
議
中
削
除
が
決
定
し
て
お
り
（
『
会
議
筆
記
』
ロ
七
二
六
，

D
）
．
仏
文
文
面
上
に
は
何
ら
の
痕
跡
も
残
さ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う

し
て
得
ら
れ
た
後
者
の
条
文
構
成
は
直
ち
に
「
確
定
稿
」
の
そ
れ
に
は
結

び
つ
か
な
い
。
第
一
五
二
条
一
項
に
照
応
す
る
条
項
は
、
「
確
定
稿
」
に

は
な
い
．
さ
ら
に
「
確
定
稿
」
の
第
一
五
三
条
三
項
に
比
定
さ
れ
る
べ
き

刊
本
草
案
（
「
原
案
」
）
の
条
文
も
見
い
だ
せ
な
い
。
無
論
、
一
二
年
に
付
加

さ
れ
た
「
少
数
意
見
」
（
響
罎
募
）
は
、
そ
れ
以
前
に
上
呈
さ
れ
た
「
確

定
稿
』
上
に
求
む
ぺ
き
余
地
は
な
い
。
し
か
る
に
こ
こ
で
手
稿
草
案
が
刊

表2

各仏文草案における『少数意見J記載状況

表番号　　刊本版　　自筆本　　「原案」

16iIO××≧1iIIOO＿。＿溢．．＿．
～2im　O　　×　　×
≧5iw　o　O。．，．．．．溢＿。．．

：liおIIII：：：：1：：：：：：

∋2i㎎○××
341皿OO×1011XO××
些11XO××
翻31一憂…
4g　i　XIII　　　O　　　　　　O　　　　　　×

　　O；記載あり　×1記載なし

表番号 刊本版←自筆本←

16iI ○ ×
：
2
1
i

II ○ O
22im O ×
三
2
5
i W O ○

261V ○ ×

28iVI ○ ×

32i㎎ ○ ×
重
3
4
1 皿 ○ O
4011X ○ ×

：
4
1 iX ○ ×
…
4
2
i

】皿 ○ ×

471皿 O ×

4giXIII ○ ○

本
草
案
に
比
し
、
よ
り
整
序
さ
れ
（
従
っ
て
こ
の
点
で
、
同
本
を
康
本
」
の

写
本
と
は
も
は
や
見
倣
し
離
い
）
．
む
し
ろ
「
確
定
稿
』
を
指
向
し
て
そ
れ
と

近
似
し
た
形
式
を
備
え
て
い
る
こ
と
に
関
心
が
注
が
れ
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
同
条
を
著
例
の
一
つ
と
し
て
、
手
稿
草
案
は
「
確
定
稿
」
に
近
接

し
そ
れ
に
至
る
経
過
段
階
に
位
置
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
の
推
測
は
十
分
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

許
さ
れ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
拙
稿
、
七
〇
頁
。

　
（
2
）
　
刊
本
（
原
案
）
・
手
稿
本
に
直
接
関
連
を
持
つ
邦
文
草
案
と
し
て
，
こ
の

　
　
二
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
「
第
二
稿
」
は
一
〇
年
六
月
に
仮
に
脱
稿
さ

　
　
れ
た
経
過
草
案
で
あ
り
、
「
確
定
稿
」
は
同
年
一
一
月
中
に
完
成
し
、
同
月
二

　
　
八
日
に
は
太
政
官
に
上
呈
さ
れ
た
司
法
省
段
階
の
最
終
草
案
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

　
　
こ
れ
に
、
同
年
八
月
に
は
元
老
院
に
上
呈
さ
れ
た
と
い
う
仏
文
草
案
「
原
案
」

　
　
（
拙
稿
六
九
頁
、
及
び
次
表
2
参
照
）
を
加
え
た
以
上
三
草
案
に
つ
い
て
は
・

「表番号」の16～49は本稿表1に，1～Xmは

前稿「二つの仏文刑法草案とポアソナード」の

表2に掲出した各意見の概要にそれぞれ対応

する。

そ
の
成
稿
時
期
は
比
較
的
明
瞭
で
あ
る
為
、
そ
れ
ら
と
の
内
容
的

観
点
か
ら
の
比
較
に
よ
り
手
稿
本
の
成
立
時
期
を
推
測
し
よ
う
と

考
え
る
の
で
あ
る
。

（
3
）
　
こ
の
［
三
ぎ
ユ
邑
（
少
数
意
見
）
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
六

五
頁
以
下
．
及
び
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
，
同
、
六
六
－
六
七
頁

　
の
表
2
、
ま
た
、
上
掲
の
表
2
も
そ
れ
ぞ
れ
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）
　
司
法
省
段
階
に
編
纂
さ
れ
る
各
草
案
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と

　
日
本
人
委
員
と
の
合
議
の
成
果
で
あ
る
（
本
稿
、
序
、
註
2
）
。

　
確
か
に
起
案
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
あ
っ
た
と

　
は
い
え
、
彼
の
原
案
が
そ
の
ま
ま
「
確
定
稿
」
に
つ
な
が
っ
た
わ

む
し
ろ
、
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
日
本
人
編
纂
者
と
の

　
間
で
妥
協
案
の
調
整
が
決
着
を
見
ず
，
暫
定
的
に
日
本
人
委
員
案

　が

採
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
ポ
ア
ソ
ナ
ー
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ド
は
自
ら
の
創
案
を
「
少
数
意
見
』
と
し
て
公
表
す
る
好
機
を
窺
っ
た
。
そ
の

機
会
と
は
彼
自
ら
回
顧
し
て
い
う
に
は
、
一
二
年
八
月
の
仏
文
草
案
刊
本
化
の

時
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
翌
年
三
月
か
ら
の
元
老
院
審
議
を
目
前
に
控
え
る
時
期
、

　
か
つ
て
の
草
案
講
義
聴
講
者
た
る
同
院
議
官
達
に
自
己
の
草
案
の
再
考
を
促
す

　
べ
く
．
そ
れ
ら
「
少
数
意
見
」
は
挿
入
さ
れ
た
と
見
る
ぺ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

尚
、
右
「
元
老
院
刑
法
草
案
講
義
」
や
、
そ
こ
に
於
け
る
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
司

法
省
で
の
編
纂
会
議
を
睨
ん
で
の
発
言
に
つ
い
て
も
拙
稿
六
〇
頁
以
下
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
5
）
　
こ
れ
は
既
に
「
第
二
稿
」
脱
稿
後
で
あ
る
。
従
っ
て
同
稿
を
巡
る
日
本
人

ー
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
の
審
議
が
展
開
さ
れ
て
い
る
最
中
か
、
あ
る
い
は
さ
れ
た

後
で
あ
る
（
一
〇
年
七
月
に
編
纂
は
終
わ
っ
た
と
す
る
の
が
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
で

あ
る
。
拙
稿
七
七
頁
註
4
6
）
。
そ
こ
に
「
少
数
意
見
」
が
形
成
さ
れ
る
状
況
は

十
分
に
あ
っ
た
と
見
る
ぺ
き
で
あ
る
。

（
6
）
次
号
以
下
で
復
刻
す
る
手
稿
本
に
付
し
た
註
記
も
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
三
、
編
纂
の
二
元
的
構
成

　
　
　
　
　
　
－
早
稲
田
本
に
見
る
校
正
作
業
の
実
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ

　
と
こ
ろ
で
「
第
二
稿
」
か
ら
「
確
定
稿
」
に
至
る
邦
文
草
案
上
の
変
遷

は
、
『
〔
日
本
刑
法
会
議
筆
記
〕
附
録
刑
法
草
案
会
議
記
』
（
〔
〕
内
岩
谷
）

と
題
す
る
、
現
在
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
鶴
田
文
書
の
一
資
料
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

っ
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
史
料
に
は
「
第
一
稿
」
か
ら
「
確
定

案
（
稿
）
』
ま
で
の
司
法
省
段
階
の
浄
書
さ
れ
た
各
邦
文
草
案
が
綴
り
込
ま

　
　
　
（
3
）

れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
そ
の
文
面
に
委
細
に
施
さ
れ
た
朱
字
に
よ
る
書

き
込
み
を
手
掛
か
り
と
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
審
議
毎
に
稿
が
重
ね
ら
れ
、

完
成
草
案
と
し
て
錬
成
さ
れ
て
行
っ
た
形
跡
を
あ
る
程
度
辿
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
仏
文
草
案
と
の
関

　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

連
か
ら
も
同
資
料
中
．
「
第
二
稿
」
（
以
下
、
「
第
二
稿
校
正
案
」
）
及
び
「
確

（
5
）

定
案
」
を
検
討
の
対
象
と
し
て
据
え
る
こ
と
に
し
ょ
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
ま
ず
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
繰
り
返
し
て
き
た
よ
う
に
、
邦
文
草
案
と

し
て
「
第
二
稿
」
が
「
仮
二
脱
稿
」
し
た
後
、
最
終
稿
と
し
て
の
「
確
定

稿
』
が
上
梓
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
か
つ
て
丁
度
「
第
一
稿
』
が
上
呈
さ
れ

た
後
、
そ
れ
を
め
ぐ
り
審
議
が
重
ね
ら
れ
そ
の
成
果
を
「
校
正
案
」
と
い

う
形
に
一
旦
ま
と
め
、
そ
れ
を
今
度
は
条
文
と
し
て
通
り
の
よ
い
文
体
用

語
を
用
い
て
整
え
（
即
ち
「
日
本
文
」
化
作
業
）
、
「
第
二
稿
」
が
完
成
さ
れ

た
よ
う
に
、
「
第
二
稿
』
を
め
ぐ
る
審
議
結
果
に
つ
い
て
も
ま
ず
「
校
正

案
」
の
作
成
が
編
纂
者
の
念
頭
に
置
か
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ

で
問
題
と
す
る
「
第
二
稿
校
正
案
』
及
び
「
確
定
案
」
の
二
草
案
こ
そ
．

こ
の
校
正
作
業
の
経
過
を
照
ら
し
出
し
て
い
る
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
そ
の
一
例
を
示
し
て
お
き
た
い
（
表
3
）
。

　
前
掲
の
表
1
中
、
2
2
で
示
し
た
例
に
つ
き
邦
文
草
案
の
側
か
ら
捉
え
た

流
れ
を
検
討
し
て
み
る
。
ま
ず
「
第
二
稿
校
正
案
」
（
上
欄
）
の
第
二
二
五

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

条
に
加
え
ら
れ
た
朱
字
（
表
内
ゴ
チ
ッ
ク
）
に
注
目
さ
れ
た
い
．
最
初
に
、

番
号
の
五
が
六
に
修
正
さ
れ
る
。
次
に
「
第
二
稿
」
の
正
文
に
修
訂
が
施

さ
れ
、
そ
れ
を
浄
写
し
た
も
の
が
「
確
定
案
」
に
つ
な
が
る
．
更
に
同
条

の
書
き
込
み
、
つ
ま
り
修
訂
加
除
の
決
定
は
、
そ
の
典
拠
の
殆
ど
全
て
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

『
会
議
筆
記
』
の
中
に
た
や
す
く
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
同
「
校

正
案
』
第
一
四
四
条
本
文
と
、
伺
条
お
よ
び
第
一
四
七
条
欄
外
の
書
き
込
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（
8
）

み
も
．
『
会
議
筆
記
』
が
伝
え
る
決
定
の
通
り
で
あ
る
。
と
り
わ
け
後
者
の

移
転
先
と
し
て
、
訂
正
前
第
一
三
六
条
の
前
の
書
き
込
み
（
「
此
前
二
議
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

審
判
ヲ
妨
ケ
タ
ル
条
ヲ
置
カ
ン
ト
ス
」
）
が
対
応
し
て
お
り
、
も
し
こ
の
配
置

が
そ
れ
ぞ
れ
の
条
文
番
号
上
順
次
整
理
が
施
さ
れ
、
実
現
さ
れ
て
い
た
場

合
に
は
、
仏
文
「
原
案
」
の
そ
れ
に
全
く
一
致
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
た

に
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
下
欄
の
「
確
定
案
」
で
は
、
同
第
一
四
七
条
が

一
四
三
条
と
訂
正
を
受
け
設
置
さ
れ
、
更
に
「
四
十
三
」
↓
「
三
十
六
」

と
改
ま
り
、
そ
の
欄
外
の
書
き
込
み
に
呼
応
し
て
、
同
欄
最
前
部
に
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

位
置
が
ず
ら
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
一
三
六
条

の
挿
入
に
よ
り
、
下
欄
に
浄
書
さ
れ
て
い
た
先
の
「
二
二
五
」
は
．
「
五
」

↓
「
七
』
へ
の
訂
正
が
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
こ
で
他
な
ら
ぬ
、

「
手
稿
本
”
確
定
稿
」
の
形
態
が
定
ま
る
訳
で
あ
る
。
私
は
、
こ
う
し
た

邦
文
仏
文
両
草
案
間
の
連
関
は
次
の
と
お
り
の
理
解
が
成
り
立
つ
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
，
右
「
第
二
稿
校
正
案
」
の
書
ぎ
込
み
が
「
原
案
」
の
そ
れ
に
一

致
す
る
こ
と
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
邦
人
委
員
の
「
第
二
稿
」
を
め
ぐ
る

合
議
結
果
が
、
仏
文
、
邦
文
両
草
案
に
等
し
く
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
即
ち
、
合
議
成
果
の
書
き
込
み
が
重
ね
ら
れ
た
「
第
二
稿
校

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

正
案
」
は
、
邦
文
の
条
文
形
態
が
変
遷
途
次
に
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

て
お
り
、
ま
さ
に
「
原
案
』
は
仏
文
で
表
さ
れ
た
そ
の
結
果
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
だ
が
、
か
か
る
「
原
案
」
の
構
成
ぼ
、
「
第
二
稿
校
正
案
」
を

浄
写
し
た
「
確
定
案
」
と
必
ず
し
も
同
一
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
．
上
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

欄
外
で
第
一
四
七
（
三
）
条
は
、
第
一
三
五
条
の
次
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

指
示
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
欄
の
第
一
四
三
（
三
六
）
条
の
位

置
は
少
し
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
邦
文
の
「
確
定
案
」

に
加
え
ら
れ
た
修
正
は
、
仏
文
の
「
原
案
』
の
段
階
を
既
に
越
え
て
お
り
，

　
　
ヤ
　
　
ヤ

既
に
仏
文
「
手
稿
本
」
あ
る
い
は
邦
文
「
確
定
稿
」
の
最
終
段
階
を
指
向

し
て
い
る
の
で
あ
る
．
つ
ま
り
、
こ
こ
に
お
け
る
邦
文
f
仏
文
の
草
案
の

展
開
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
列
が
決
し
て
翻
訳
1
原
文
の
同
位
の
対
応
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

に
立
ち
得
な
い
二
元
的
構
造
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
ま
さ
に
邦
i
仏
文

両
系
列
間
に
ま
た
が
っ
て
螺
旋
的
経
過
を
た
ど
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
考
慮
さ
れ
る
べ
き
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
第
二

稿
」
か
ら
「
確
定
稿
」
に
至
る
ま
で
の
過
渡
的
性
格
を
有
す
る
「
校
正

案
」
↓
「
確
定
案
」
の
時
間
的
経
過
と
は
逆
説
的
に
、
「
原
案
」
↓
「
手
稿

本
」
の
仏
文
草
案
上
の
展
開
に
お
い
て
は
、
条
文
形
式
は
初
め
か
ら
殆
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

「
確
定
稿
』
の
そ
れ
と
変
わ
ら
ぬ
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

最
終
草
案
と
し
て
の
「
確
定
稿
」
の
条
文
番
号
・
配
列
の
基
調
は
、
お
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ら
く
第
二
稿
審
議
後
の
、
一
〇
年
八
月
の
仏
文
「
原
案
」
に
既
に
先
取
り

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も

さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
他
は
な
い
。
先
の
「
校
正
案
」
と
L
て
綴
ら
れ
る

文
書
の
中
に
、
『
刑
法
草
案
第
二
稿
』
と
題
字
が
付
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、

そ
の
末
葉
に
は
、

　
「
八
月
十
一
目
校
正
終
了

　
　
九
月
廿
八
日
教
師
対
校
了
」

な
る
覚
書
が
記
さ
れ
る
。
本
文
書
は
「
第
一
編
」
部
分
で
あ
り
、
「
校
正

終
了
」
と
は
、
上
述
し
て
き
た
よ
う
な
「
第
二
稿
」
審
議
結
果
を
草
案
紙

面
上
に
重
ね
合
わ
せ
た
こ
と
を
指
し
、
ま
た
「
教
師
対
校
了
』
も
そ
の
後
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表
3
　
『
第
二
稿
』
校
正
経
過
表

「
日
本
刑
法
校
正
案
第
二
編
校
正
」
（
第
二
稿
校
正
案
）

〔
欄
外
〕

　　　　　　　　　　　●●●
・OO，●●0■O●■9000■■9●0●●■●●噂●09■9■05■●O●

第
百
三
十
四
条

第
百
三
＋
碁
前
躯
離
轄
熱
獣
務
雑
ヒ

者
．
鍾
駁
鶏
器
鮪
響
．
処
．

一
蹴
難
銃
y
兵
韮
融
難
隻
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藁

　
　
物
品
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
＼
於
ス
却
掠
逸
為
シ
タ
ル
者

二
「
鞭
鷲
甦
所
動
」
軍
薯
政
府
養
ル
船
舶
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以

簸ンタ

ル
者

　一

二
　
「
慨
詠
叉
入
…
威
淑
ヌ
以
派
」
鎮
撫
二
関
ス
ル
兵
隊
ノ
屯
集
其
他
諸
般

　
　
　
ノ
事
務
ヲ
妨
ケ
若
ク
ハ
文
書
命
令
ノ
往
復
ヲ
妨
ケ
タ
ル
者

㎜
　
　
七

第
百
三
ナ
六
条

…
　
　
八

㎜
第
亘
二
＋
七
条

｝
第
亘
二
＋
M
条

…
鑑
峯

案
百
四
士
条

「
日
本
刑
法
草
案
第
二
編
」
（
確
定
案
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
　
　
　
｝
第
百
一
二
＋
四
条

第
百
一
．
一
＋
六
糠
後
ニ
ア
リ
㊨

　
　
　
　
…
第
百
、
二
＋
磯

6●●O　oo

㎜
董
輪
条

　
　
　
　
　
九

…
薯
三
毛
条

　
　
　
四
⑳

第
百
き
十
X
条

　
　
　
四
　
簡

第
百
三
十
光
条

第
百
四
＋
二
条

第
百
四
＋
三
条

つ

前　　　　驚
三　　　　確
条　　　　定
二　　　　稿
しり　　　　　　　　　　

　　　　　条
　　　　　文
（　　　　　に
以　　　　同

王　　じ
確　　　　〉
定
稿
　

原

文
に
同
じ

『
董
》
董
＋
瓢
葉

f
第
百
三
蓼
第
百
三
＋
瓢
巌
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螂養 季
此
義
馳
霧

　　　一処
ス 杢“讃

ヲ
妨
　
　
前

●●●

　第

一　　　　　　　方　　　妨◎
年此　　　　　　　長　　　　ケ
以章　　　　　　　官　　　　若
上ニ　　　　　　　　ニ　　　　　ク

象第

威
力
脅

餌
百
四
甲
四
集
処
百

　　第　　「　　第　　第　　第　　第
　　百　　第　　百後　百　　百　　百
　　　　百　五四　　　　　四　　四　　四　　四

愛撫薮蓑
此　　　　　　　　　　　　　　　　　r

三記　　　　　　　対　　　　ハ
年載　　　　　　　シ　　　　強
以シ　　　　　　威　　　　テ
下タ　　　　　　　力　　　　講

迫
ヲ
以
テ

九
十
ス
集

ノル　　　　　　　脅　　　　事
監罪　　　　　　　迫　　　　審

立
法

9
整

視ヲ　　　　　　　ヲ　　　　判 行
ス

二犯　　　　　　　以　　　　ヲ 政
附シ　　　　　　　テ　　　　為 官
ス軽　　　　　　　基　　　　サ ノ

ル罪　　　　　　　職　　　　シ 譲
コ　ノ　　　　　　　務　　　　メ 事
卜刑　　　　　　　　ヲ　　　　タ 又

ヲニ　　　　　　　妨　　　　ル ノ、

得処　　　　　　　ケ　　　　者 各

セ　　　　　　　　タ　　　　ハ 裁 』

ラ　　　　　　　　ル　　　　軽 判

前
二
入
’レ

●●■0●OOoo●・・

第第第 第 第

百百百　　者　r　　　所 百 百

四四四　　亦官　　　　ノ
十十十　　同省　　　　審
七五四幽　シ各　　　判
条条条ハ　」　地　　　　ヲ

窒三十六

条＠

　四
　十
四x主　条

方 妨害
長 ス威
官 ・ルカ
二 1脅
対　　　　！・目迫
ン 強的　ヲ
威
力
脅

翻　　以

　　テ
　　マ　　ー　甲　一

迫 法

ヲ
以
テ
其
職

1　　行
内政
乱官
ヲ　ノ

寧議
務 メ　ン事
ヲ　　　　タ 又

妨 ル亦ハ
ケ 者前各
タ
ノ
レ 雀彊
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ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
仏
文
草
案
の
同
編
と
の
対
稿
が
為
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆

す
る
の
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
右
覚
書
に
止
ま
ら
ず
他
の
各
編
に
お
い
て
も

同
様
の
作
業
が
為
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
「
八
月
十
一
日
」
に
第
一
編
分

が
終
了
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
二
編
に
つ
い
て
順
次
校
正
が
進
め
ら
れ
、

そ
の
校
正
済
み
草
案
－
浄
書
後
が
「
確
定
案
」
ー
の
中
で
『
九
月
廿
八
日
」

に
ま
ず
第
一
編
分
の
み
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
仏
文
草
案
（
お
そ
ら
く
「
原

　
　
　
　
（
1
3
）

案
」
で
あ
ろ
う
）
と
の
す
り
合
わ
せ
に
か
け
ら
れ
、
部
分
的
に
も
修
正
が
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

ん
だ
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
草
案
成
稿
の
二
元
的
進
行

も
．
こ
こ
に
「
交
叉
」
す
る
手
続
き
を
前
提
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ボ
ア

ソ
ナ
ー
ド
主
宰
の
刑
法
編
纂
に
お
け
る
仏
文
草
案
の
基
体
性
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
配
慮
が
巡
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
（
1
）
　
同
本
の
所
在
に
つ
い
て
は
．
既
に
、
吉
井
蒼
生
夫
「
旧
刑
法
の
制
定
と

　
　
『
皇
室
二
対
ス
ル
罪
』
」
『
神
奈
川
法
』
学
第
一
三
巻
三
号
（
昭
和
五
二
年
）
、
九
八
、

　
　
一
二
二
頁
註
14
、
及
び
、
「
解
題
」
『
会
議
筆
記
』
1
、
一
一
頁
の
「
鶴
田
文
書

　
　
目
録
」
．
函
架
番
号
ワ
ー
3
1
六
四
六
六
（
2
）
に
て
触
れ
ら
れ
る
。

　
（
2
）
　
「
第
一
稿
」
に
つ
い
て
は
そ
の
第
一
編
の
み
が
別
綴
と
な
っ
て
お
り
、
こ

　
　
れ
も
ま
た
『
日
本
刑
法
草
案
第
一
編
』
（
ワ
ー3
ー
六
四
六
六
ω
）
と
し
て
同
文

　
　
書
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

　
（
3
）
　
厳
密
に
述
ぺ
れ
ぽ
、
同
資
料
内
の
「
第
二
稿
」
は
、
「
刑
法
草
案
第
二
稿
」

　
　
（
一
葉
目
、
「
刑
法
第
一
編
草
案
」
）
、
「
日
本
刑
法
校
正
案
第
二
編
校
正
」
（
同
前
、

　
　
「
刑
法
草
案
第
二
編
原
稿
」
）
、
「
刑
法
草
案
第
三
編
原
稿
」
な
ど
の
各
編
毎
に
そ

　
　
れ
ぞ
れ
の
名
称
が
付
さ
れ
た
各
綴
り
か
ら
成
っ
て
お
り
、
「
確
定
案
」
に
つ
い
て

　
　
も
「
確
定
（
朱
字
）
日
本
刑
法
草
案
第
一
編
」
（
同
前
「
日
本
刑
法
第
一
編
」
）
・

　
　
以
下
同
、
な
ど
と
銘
打
た
れ
た
も
の
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
更
に
「
第
一
稿
」
分

　
　
を
含
め
た
殆
ど
の
総
て
の
編
毎
に
、
「
司
法
省
刑
法
課
」
の
印
と
、
校
閲
者
「
濱

　
口
（
惟
長
）
」
（
一
〇
年
一
一
月
当
時
司
法
省
一
二
等
出
仕
）
の
署
名
・
印
な
ど

が
付
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
同
資
料
に
つ
い
て
は
、
太
政
官
刑
法
草
案
審
査
局
に

　
お
け
る
審
査
修
正
段
階
か
ら
も
考
察
対
象
と
な
り
得
る
。
早
稲
田
大
学
鶴
田
文

書
研
究
会
『
刑
法
審
査
修
正
関
係
諸
案
』
（
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
叢
書

第
1
4
号
・
昭
和
五
九
年
）
、
一
九
八
頁
。

（
4
）
　
も
と
よ
り
「
原
案
」
の
上
呈
は
一
〇
年
八
月
，
手
稿
本
成
立
の
推
定
時
期

を
同
年
一
一
月
の
「
確
定
稿
」
脱
稿
直
近
と
す
れ
ば
、
こ
の
邦
文
草
案
の
「
第

　
二
稿
』
↓
「
確
定
稿
」
へ
の
経
過
段
階
こ
そ
が
、
仏
文
二
草
案
上
梓
の
時
期
背

景
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

（
5
）
　
こ
の
「
確
定
案
』
と
は
、
確
定
稿
に
至
る
直
前
段
階
の
草
案
で
あ
る
。
即

　
ち
、
「
同
案
」
文
面
に
施
さ
れ
た
若
干
の
修
正
増
補
箇
所
を
加
味
す
る
こ
と
に

よ
り
，
確
定
稿
と
全
く
同
一
の
体
裁
、
内
容
を
備
え
た
草
案
が
得
ら
れ
る
の
で

　
あ
る
。

（
6
）
　
こ
う
し
た
作
業
手
順
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
解
題
」
、
一
〇
頁
以
下
。

（
7
）
例
え
ぽ
、
「
前
二
条
二
記
載
シ
タ
ル
」
・
「
偽
計
又
ハ
威
力
ヲ
用
ヒ
」
・
「
既

　
二
内
乱
ヲ
起
シ
タ
ル
者
ト
」
な
ど
の
書
ぎ
込
み
の
内
容
を
踏
ま
え
る
修
正
意
見

　
は
、
『
会
議
筆
記
』
H
六
六
一
r
C
、
「
政
府
二
属
ス
ル
」
と
い
う
文
言
は
同
右

D
～
六
六
二
l
C
・
D
、
「
金
穀
」
は
、
六
六
二
ー
A
、
更
に
「
（
軍
）
備
ノ
物

品
」
は
、
六
六
三
ー
A
に
書
き
換
え
の
典
拠
が
あ
る
。

（
8
）
　
「
此
条
百
三
十
五
条
ノ
次
二
入
レ
同
条
ト
同
刑
二
処
ス
」
と
の
欄
外
書
き

込
み
は
、
前
註
同
様
『
会
議
筆
記
』
、
H
六
八
O
l
A
・
C
の
決
定
に
基
づ
く
。

尚
、
右
『
会
議
筆
記
』
の
記
録
は
「
第
二
稿
」
審
議
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ

　
こ
に
は
「
二
一
西
条
」
の
次
に
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。
し
か
し
同
条

　
は
、
表
3
上
欄
冒
頭
に
あ
る
通
り
、
「
コ
一
西
↓
五
」
に
訂
正
さ
れ
る
。
即
ち

前
記
書
き
込
み
は
，
訂
正
後
の
番
号
を
用
い
、
「
此
前
二
議
事
審
判
ヲ
妨
ケ
タ

　
ル
条
ヲ
置
カ
ン
ト
ス
」
な
る
一
節
の
「
此
前
」
と
は
、
二
三
五
↓
六
」
条
の

前
、
即
ち
「
＝
一
西
↓
五
』
の
後
ろ
を
指
示
し
て
い
る
も
の
と
解
す
。
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表4　仏文草案の示す変夏が邦文二草案上に何らの影讐も及ぽさない場合（「第二稿J＝「確定稿』》

表番号
・　 一　一　一　 一　層　 一　一　　一

態様 「合意」確認 「講義」 『註釈』に 《Projetr6vis6》
　仏文二草案

編別 （『会議筆記』） の言及 於る言及 の条文との対比

：6 書法 有1161－D 有①62 特になし 同一文面（刊・手）
確・i

　i7
定’i8

有1163－A
　不明

不　明

　〃
〃
〃

〃　（刊）

〃　（刊）

　：
稿・：10

　2
書法 〃 〃 〃 〃　（刊・手）

第i11 〃 〃 〃 若干の補訂（刊・手）
1

　：17
一　：

書法 〃 〃 〃 全面改訂 『

　i18編：
〃 有1429－B 有①311 〃 若干の補訂

：20 不　明 不　明 〃 同一文面（刊・手）
－”一十

　121　3
　123

少・意

保留

　　　　．　．
有1536－A
　不　明

　〃
有②652※

有㊤557

有㊤643

　　　　　　．・。”一9
同一文面（刊）

若干の補訂
i

　o同’124

　：
〃 な　し 有㊤647 同一文面（刊）

前・127 書法 〃 〃 特になし 全面改訂
　I
　l28第1

少・意 〃 〃 〃 若干の補訂

：29 書法 〃 〃 〃 全面改訂
一　1

－130 〃 〃 〃 〃 若干の補訂
1

編i31 〃 無II1273－B 〃 有㊦124 〃

巳

133
：

〃 不　明 〃 特になし 同一文面（刊・手）

：34 〃 〃 〃 〃 〃　（刊・手）
””顧：”一騨一””■”

　：39 〃

甲　・一　〇　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　餉　0　9－　o　o

　　　〃
■　・　・　9　●　一　一　一　甲　一　甲　一　一　卿　一　・　●　■

　不　明
■　09　一　■一〇一　■■　●■　薗■

　　〃 若干の補訂
　：
　：44
　1同・：

　145

無m2383－A
有皿2384－A－D

〃
〃

〃
〃

全面改訂

若干の訂正
　：
幽
剛’i46 書法 〃 〃 〃 同一文面（刊・手〉

　：
第：47 少・意 有IV2641－D42－A 〃 〃 全面改訂
　1
＝　149
－1

〃 不　明 〃 〃 〃

　150編： 書法 〃 な　し 〃 若干の補訂（刊・手）

i51 〃 不　明 〃 〃 同一文面（刊・手）

3
： 52 有∬12750－A 〃 ” 全面改訂

備考江表番号］は，前表1のそれに対応。［態様］欄は，邦文一仏文の表現上の相違に起因する場合には

「書法」，少数意見となるものは「少・意」，自筆草案上保留扱いとされるものは，「保留」としている。

　［「合意」確認］欄では，邦文表記上の決定につきボアソナードとの合意が形成されたもの，されない

　ものをそれぞれ「有」「無」で示している。又，特にそのことについて『会議筆記』上に典拠を見い出せ

　ない場合を「不明」とする。表内数字は，各参考資料の頁数を示す。［『講義』］欄は，元老院の刑法

草案講義（明治10年7月4日～同11年1月）にてボアソナードにより為された言及の有無を記す。同

講義にて，「確定稿」が教材として使用されたのは，「第二編」講義の後半一部のみである。表中，①は．

「第1稿」，②は「第2稿Jをそれぞれ使用草案としていたことを示している。［『註釈』］欄には，同書

　中司法省段階における審議に言及した記事の中で，当該事実に触れるところのあるもの，ないもの

　を示している。最後に，［《Projet　r6vis6》］欄には，『註釈』の仏文原本を通じて，そこに記されるr改

正案」文面に対し，当該二つの仏文草案がいかに原基性をもち得るのかを確認した。
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（
9
）
　
前
註
を
参
照
。

（
1
0
）
　
下
欄
欄
外
書
き
込
み
「
第
百
三
十
六
条
後
ニ
ア
リ
」
・
「
前
二
入
ル
」
の
対

　
応
関
係
。

（
1
1
）
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
例
え
ば
表
1
の
2
9
に
注
目
し
た
い
。
前
述
の
通
り

　
仏
文
草
案
間
の
類
同
性
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ま
た
手
稿
草
案
を
邦
文
両
草
案

　
間
に
並
記
し
た
時
、
「
第
二
稿
」
第
二
四
九
条
第
一
項
規
定
の
一
部
の
位
置
が
、

　
仏
文
草
案
で
は
第
三
項
を
加
え
た
新
し
い
編
成
が
与
え
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か

　
わ
ら
ず
、
「
確
定
稿
」
で
は
再
び
第
二
稿
と
全
く
同
じ
構
成
が
顔
を
現
す
の
で
あ

　
る
。
こ
う
し
た
例
は
全
体
的
に
も
か
な
り
あ
る
。
表
1
に
掲
げ
た
も
の
の
中
で

も
半
数
以
上
は
、
「
第
一
一
稿
」
の
成
果
が
仏
文
草
案
の
示
す
変
更
を
何
ら
受
け

ず
そ
の
ま
ま
「
確
定
稿
」
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
筆
者

　
の
い
う
編
集
の
二
元
的
進
行
を
裏
付
け
る
も
の
と
考
え
る
。
前
頁
の
表
4
に
は

　
そ
の
各
例
を
整
理
し
た
。
要
は
こ
の
二
元
性
（
例
え
ば
そ
の
顕
著
な
現
れ
は
、

　
邦
文
と
仏
文
が
単
な
る
直
訳
的
関
係
に
無
い
と
し
た
と
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
文

　
表
現
上
生
ず
る
相
違
）
に
つ
ぎ
、
日
本
人
側
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
の
承
知
の
事

　
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
表
中
に
は
、
そ
の
事
実
が
判
明
し
た

　
限
り
で
記
載
し
て
い
る
。

（
1
2
）
　
本
稿
所
掲
表
1
の
2
2
。

（
1
3
）
　
明
治
一
〇
年
八
月
中
に
上
呈
さ
れ
て
い
る
と
い
う
時
間
的
事
実
に
基
づ
く
。

（
1
4
）
　
吉
井
前
掲
論
文
、
9
8
頁
、
前
掲
「
解
題
」
、
一
一
頁
。

結

　
前
稿
で
は
、
手
稿
本
は
、
そ
の
内
容
に
僅
か
な
が
ら
も
「
非
公
式
的
見

解
」
と
し
て
の
「
少
数
意
見
」
が
含
ま
れ
て
い
る
限
り
、
司
法
省
の
公
式

草
案
と
は
見
倣
し
難
い
資
料
で
あ
る
と
性
格
付
け
た
。
そ
し
て
そ
う
し
た

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

見
解
を
挿
入
す
る
自
由
を
獲
得
し
得
た
状
況
と
し
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が

既
に
編
纂
行
程
中
、
主
導
的
な
役
割
を
果
し
終
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
段
階
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

即
ち
「
確
定
稿
」
直
近
の
邦
文
草
案
校
正
作
業
時
を
想
定
し
た
。
従
っ
て

前
章
で
指
摘
し
た
、
そ
の
校
正
段
階
に
お
け
る
仏
文
草
案
の
原
基
性
と
は
、

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
主
導
性
を
必
ず
し
も
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
る
。
合
議
を
原
則
と
す
る
編
纂
作
業
は
、
確
か
に
「
第
二
稿
」

審
議
ま
で
は
両
者
の
合
意
が
取
り
付
け
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
っ
た
。
し

か
し
、
最
終
草
案
た
る
「
確
定
稿
」
後
に
は
も
は
や
そ
の
時
間
は
残
さ
れ

　
　
　
　
（
2
）

て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
最
終
段
階
の
校
正
作
業
で
為
さ
れ
た
対
稿
は
、

邦
文
草
案
か
ら
「
教
師
」
に
向
け
た
一
方
的
な
確
認
作
業
で
あ
っ
た
と
し

た
ら
、
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
自
己
の
意
見
を
編
纂
過
程
上
反
映
さ
せ
る
機
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

を
、
従
来
の
手
続
き
上
で
は
全
く
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
、
手
稿
本

が
編
ま
れ
た
背
景
の
一
端
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
や

や
勇
み
足
的
に
誇
張
す
れ
ば
、
彼
の
構
想
は
既
に
「
旧
刑
法
」
の
草
案
を

脱
し
、
《
ギ
ε
9
審
≦
＄
留
O
a
。
忌
髭
一
冒
霞
一
、
国
目
且
話
盆
鼠
冨
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に
集
大
成
さ
れ
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
刑
法
学
を
目
指
し
て
自
己
主
張
を
始
め

た
と
い
え
な
く
も
な
い
。

　
尤
も
、
後
の
刊
本
仏
文
草
案
や
『
刑
法
草
案
註
釈
』
に
於
け
る
「
少
数

意
見
」
の
記
載
状
況
や
、
草
案
へ
の
批
判
的
創
見
な
ど
に
比
べ
れ
ば
、
手

稿
本
の
そ
れ
は
は
る
か
に
謙
抑
的
で
あ
り
、
ま
た
「
確
定
稿
」
の
条
文
形

態
を
仏
文
で
か
な
り
正
確
に
写
し
と
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
手
稿
草
案

は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
「
私
家
本
』
的
性
格
が
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
時
の

編
纂
段
階
の
到
達
点
を
示
す
本
法
草
案
資
料
と
し
て
の
価
値
も
十
分
に
認
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（
5
）

め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　
以
上
、
本
稿
で
展
開
し
て
ぎ
た
筆
者
の
見
解
は
、
今
後
の
個
々
の
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

理
・
条
文
を
め
ぐ
る
き
め
細
か
な
編
纂
過
程
観
察
に
よ
る
験
証
を
待
ち
、

よ
り
的
確
な
編
纂
過
程
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
仮
説

的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
筆
者
が
十
分
に
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
．

こ
こ
に
大
方
の
ご
批
判
、
ご
教
示
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
拙
稿
．
七
〇
頁
。

　
（
2
）
　
明
治
一
〇
年
一
一
月
二
八
日
に
「
確
定
稿
」
が
大
木
司
法
卿
よ
り
太
政
官

　
　
に
上
呈
さ
れ
た
後
，
同
年
一
二
月
二
五
日
、
同
官
に
刑
法
草
案
審
査
局
が
付
属

　
　
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
．
浅
古
弘
「
刑
法
草
案
審
査

　
　
局
小
考
」
『
早
稲
田
法
学
』
五
七
巻
第
三
号
（
昭
和
五
七
年
）
・
三
八
二
頁
以
下
、

　
　
前
掲
『
刑
法
審
査
修
正
関
係
諸
案
』
、
一
九
二
頁
。

　
（
3
）
　
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
自
己
の
意
見
を
開
陳
し
得
る
環
境
と
し
て
は
．
司
法
省

　
　
で
の
草
案
会
議
の
他
に
、
「
原
案
」
（
一
〇
年
八
月
上
呈
）
前
後
に
は
、
例
え
ぽ

　
　
元
老
院
に
お
け
る
「
刑
法
草
案
講
義
」
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
・
来
た
る
同
院
で

　
　
の
審
議
に
備
え
、
同
院
議
官
に
自
ら
の
起
草
し
た
草
案
の
趣
意
を
講
義
す
る
も

　
　
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
司
法
省
に
お
け
る
会
議
の
帰
趨
に
彼
が
不
満
を
漏
ら

　
　
す
場
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
六
〇
頁
以
下
参
照
。
そ

　
　
の
後
、
編
纂
過
程
が
前
註
に
触
れ
た
刑
法
草
案
審
査
局
に
移
行
す
る
に
つ
れ
て
、

　
　
彼
と
の
編
纂
上
の
合
議
手
続
き
は
終
局
し
、
専
ら
日
本
人
の
手
に
よ
る
審
査
修

　
　
正
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
間
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
．
質
問
に
対
す
る
回
答
と
い

　
　
う
形
で
意
見
を
述
ぺ
、
明
治
二
年
輔
月
の
元
老
院
講
義
も
廃
止
以
降
は
、
『
刑

　
　
法
草
案
註
解
』
の
執
筆
に
追
わ
れ
た
（
浅
古
前
掲
論
文
、
三
八
六
－
三
八
七
頁

　
　
註
9
、
1
0
）
。
彼
は
、
明
ら
か
に
編
纂
の
過
程
か
ら
は
手
続
上
外
さ
れ
て
い
る
。

　
（
4
）
　
小
野
清
一
郎
「
旧
刑
法
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
刑
法
学
」
『
刑
罰
の
本
質
に

　
　
つ
い
て
・
そ
の
他
』
（
昭
和
三
〇
年
）
．
四
二
六
頁
に
は
、
同
書
執
筆
の
動
機
と

　し

て
彼
が
、
「
旧
刑
法
に
お
い
て
自
己
の
草
案
が
修
正
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
不

満
を
有
し
」
て
い
た
こ
と
が
的
確
に
指
摘
さ
れ
る
。

（
5
）
本
稿
で
も
「
原
案
」
は
、
そ
の
草
案
が
発
見
さ
れ
な
い
限
り
、
一
二
年
八

月
の
刊
本
を
通
じ
て
仮
説
的
な
名
称
を
以
て
そ
の
存
在
を
語
ら
ね
ば
な
ら
な
か

　
っ
た
が
、
手
稿
本
は
む
し
ろ
時
期
的
に
は
「
原
案
」
に
最
も
近
接
し
た
現
存
資

料
と
い
え
よ
う
。

（
6
）
　
例
え
ば
先
駆
的
な
業
績
と
し
て
、
霞
信
彦
「
明
治
一
五
年
刑
法
一
一
二
一
条

　
に
関
す
る
一
考
察
』
『
法
学
研
究
』
五
二
巻
第
一
号
（
昭
和
五
四
年
）
〔
後
、
同

　『

明
治
初
期
刑
事
法
の
基
礎
的
研
究
』
（
平
成
二
年
）
に
所
収
〕
を
挙
げ
ら
れ
よ

　
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
九
九
〇
年
＝
万
二
七
日
稿
〕

〔
後
註
〕
　
本
稿
で
紹
介
・
検
討
し
た
「
手
稿
仏
文
草
案
」
は
、
本
誌
次
号
以
下
に

て
復
刻
し
て
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。
併
せ
参
照
下
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
尚
、
本
稿
に
て
考
察
を
重
ね
る
に
つ
い
て
は
、
神
奈
川
大
学
短
期
大
学
部
吉
井

蒼
生
夫
教
授
、
並
び
に
早
稲
田
大
学
法
学
部
浅
古
弘
講
師
よ
り
有
益
な
ご
教
示
を

賜
っ
た
。
ま
た
、
マ
ニ
昌
ス
ク
リ
の
読
解
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
塾
文
学
部
松
原

秀
一
教
授
よ
り
懇
切
な
る
ご
助
言
を
戴
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

さ
ら
に
、
国
立
公
文
書
館
及
び
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧

に
つ
き
．
種
々
の
お
世
話
を
戴
い
た
。
併
せ
お
礼
を
申
し
述
べ
た
い
。
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